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■篠路アンダーパスの周辺地図�

生
活
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
が
２
月
下
旬
施
行
へ

●
関
係
者
へ
の
説
明
会
を
１
月
以
降
に
実
施
し
ま
す

来
年
二
月
下
旬
に
「
生
活
環
境

の
確
保
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
条
例
は
、

昭
和
四
十
七
年
制
定
の
「
公
害
防

止
条
例
」
を
全
面
改
正
し
た
も
の
。

温
暖
化
な
ど
地
球
規
模
の
環
境
問

題
や
都
市
・
生
活
型
の
環
境
問
題

に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、
対
象

範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。

新
た
に
加
え
ら
れ
た
の
は
、
①

地
球
環
境
の
保
全
、
②
自
動
車
の

使
用
に
伴
う
環
境
へ
の
負
荷
の
低

減
な
ど
の
五
分
野
。
騒
音
や
大
気

の
保
全
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て

は
、
基
準
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
市
民
、
事
業

者
、
行
政
の
責
務
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
特
徴
的
な
の

は
、
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
対
策
と
し
て
、
ア
イ
ド

リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
※

を
義
務
付

け
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
環
境

へ
の
負
荷
の
大
き
い
一
定
の
事
業

者
に
は
、
自
主
的
に
負
荷
の
低
減

に
取
り
組
む
よ
う
、
計
画
書
の
提

出
や
報
告
を
義
務
付
け
て
い
る
こ

と
で
す
。

こ
の
条
例
が
適
用
さ
れ
る
事
業

者
の
範
囲
や
規
制
基
準
、
具
体
的

な
手
続
き
な
ど
を
明
確
に
し
た
施

行
規
則
を
、
十
二
月
中
に
制
定
し

ま
す
。そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
市
民
の
皆
さ

ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
関
係

者
を
対
象
に
し
た
説
明
会
な
ど
を
、

一
月
以
降
に
実
施
し
ま
す
。
説
明

会
の
日
程
は
、随
時
、本
誌
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp
://w
w
w
.city.sapporo.jp/

kankyo/

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細

環
境
計
画
部
計
画
課
�

（
２１１
）２
９
１
２

１２
月
２５
日
�
、篠
路
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
開
通

●
篠
路
地
区
か
ら
栄
町
地
区
へ
の
通
行
が
円
滑
に

平
成
十
一
年
か
ら
建
設
を
進
め

て
き
た
北
区
の
篠
路
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
が
、
十
二
月
二
十
五
日
�
に
開

通
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
学
園

都
市
線
の
篠
路
・
拓
北
間
を
く
ぐ

る
も
の
で
、
場
所
は
篠
路
八
条
六

丁
目
・
七
丁
目
の
三
百
五
十
九
�
。

最
大
幅
は
三
十
四
�
で
、
両
側
に

歩
道
が
付
い
た
片
側
二
車
線
道
路

で
す
。

沿
線
で
は
、
百
合
が
原
地
区
の

区
画
整
理
や
、
グ
リ
ン
ピ
ア
篠
路

団
地
の
造
成
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
安
全
で
円

滑
な
交
通
を
確
保
す
る
道
路
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

開
通
に
よ
り
、
篠
路
地
区
と
栄

町
地
区
を
結
ぶ
花
畔
札
幌
線
（
篠

路
通
）
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
創
成
川
通
（
国

道
２
３
１
号
）
や
真
駒
内
篠
路
線

（
東
八
丁
目
・
篠
路
通
）
な
ど
、

周
辺
道
路
の
交
通
分
散
化
が
図
ら

れ
ま
す
。

開
通
日
当
日
は
、
午
前
十
一
時

か
ら
通
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

詳
細

道
路
課
�（
２１１
）２
６
１
７

国
際
会
議
や
展
示
会
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
※

に
対

応
で
き
る
総
合
型
施
設
、
札
幌
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
十
二

月
初
め
に
完
成
。
十
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
や
市

民
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
東
札
幌

地
区
の
中
核
施
設
と
し
て
、
市
民

交
流
の
促
進
や
集
客
交
流
産
業
の

振
興
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
一
階
地
上
三
階
建
て
の
施

設
内
に
は
、
二
千
五
百
人
収
容
の

大
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
七
百
人
収

容
の
特
別
会
議
場
、
中
小
の
各
ホ

ー
ル
、
十
五
の
会
議
室
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
を
設
置
。
特
別
会
議
場

は
六
カ
国
語
の
同
時
通
訳
が
対
応

可
能
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
国
際

会
議
向
け
の
装
備
が
充
実
し
て
い

ま
す
。
各
室
は
、
す
べ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
へ
接
続
で
き
る
ほ
か
、

会
議
の
形
式
に
合
わ
せ
た
座
席
の

配
置
や
、
一
室
を
分
割
し
て
の
使

用
も
で
き
ま
す
。

来
年
五
月
三
十
一
日
�
に
は
、

こ
け
ら
落
と
し
と
な
る
「
外
国
人

に
よ
る
日
本
語
弁
論
大
会
」
を
開

催
。
利
用
開
始
は
、
六
月
二
日
�

の
予
定
で
す
。

【
利
用
申
し
込
み
】

申
込
会
議
室（
１２
〜
３２０
人
利
用
可
）

�＝

利
用
日
の
６
カ
月
前
か
ら
、

中
・
小
ホ
ー
ル
�＝

１
年
前
か
ら
、

大
ホ
ー
ル
・
特
別
会
議
場＝

２
年

前
（
展
示
会
な
ど
は
１
年
６
カ
月

前
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
や
料
金
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

詳
細

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

開
設
準
備
室
�（
２１１
）２
３
７
８

（
１
月
６
日
�
か
ら
は
�（
８１７
）１

０
１
０
）

※
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ＝

自
動
車
を
駐
停

車
す
る
と
き
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
こ
と
。

※
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン＝

国
際
会
議
や
見
本
市
を
は

じ
め
、ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
。

東札幌にコンベンショ
ンセンターが完成

●来年６月２日のオープンに向け
準備も大詰め

白石区東札幌６の１に位置するコンベンションセンター

○６月３～５日
日本エム・イー学会（１，０００人）

○６月１８～２０日
日本リハビリテーション医学会（１，５００人）

○６月２１、２２日
日本プライマリ・ケア学会（２，５００人）

○６月３０日～７月１１日
IUGG国際測地学・地球物理学連合総会（５，０００人）
○７月１７～２０日
２００３札幌住環境フェア

（ ）は参加予定者数【主なコンベンション開催日程】
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